
十
二
線
起
説
に
つ
い
て

-特

に
そ
の
心
理
的
見
方

水

野

弘

元

一佛
は
成
道
前
の
六
七
年
間

の
修
行
時
代
に
、
當
時
の
最
も
す
ぐ
れ
た

學
者
哲
人

の
門
を
た
た
き
、
世
界
人
生
の
眞
理
を
探
究
す
る
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
修
道
の
方
法
を
試
み
ら
れ
た
。
當
代

一
流

の
繹
定
家

に
つ

い

て
、
最
高

の
灘
定
を
お
さ
め
て
こ
れ
に
到
達
さ
れ
た
し
、
ま
た
最
も
は

げ
し
い
苦
行
を
も
髄
験
さ
れ
た
が
、
そ
の
す
べ
て
は
無
釜
で
あ
つ
た
。

最
後
に
菩
提
樹
下
の
思
惟
に
よ
つ
て
始
め
て
正
畳
を
得
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
そ

の
正
畳
の
内
容
は
、
正
し
い
世
界
観
人
生
観
と
し
て
の
縁
起

の
道
理
で
あ
つ
た
と
云
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
縁
起
読
こ
そ
佛
教
の

佛
教
た
る
所
以
で
あ
り
、
成
道
前
に
経
験
さ
れ
た
種
々
の
行
法
や
學
読

な
ど
は
、

正
し
い
世
界
観
人
生
観
に
導
き
得
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る
。

從

つ
て
佛
教
と
は
何
で
あ
る
か
と
云
え
ば
、

そ
の
中
心
は
佛
陀
成
道
の

内
観
と
し
て
の
縁
起
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
他
の
宗

教
や
哲
學

に
見
ら
れ
な
い
佛
教
特
有
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
萬
來
る
。

實
際
に
佛
陀
自
身
が

「
縁
起
を
見
る
者
は
法
を
見
る
、
法
を
見
る
者

(
1
)

は
縁
起
を
見
る
」
と
云
わ
れ
た
。

こ
の
揚
合
、
法
と
は
普
遍
安
當
性
の

あ
る
眞
理
と
し
て
の
佛
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
縁
起
が
正
し
く
把
握
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
で
佛
教
は
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
佛
法
を
正
し
く
理

解
す
る
者
は
、
必
然
的
に
縁
起
の
眞
理
を
知
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
叉
経
典
の
中
に
屡

述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
四
諦
八
正
道
等

の
読
法
を
聞
い
て
、
佛
教
に
封
す
る
理
論
的
理
解

を

一
慮
得
る
こ
と
を
法
眼
d
h
a
m
m
a
c
a
k
k
h
a
 
を
得
る

と
云
い
、
後
の

佛
教
で
は
法
眼
を
得
た
者
を
見
道

の
聖
者
と
い
う
。
そ
の
法
眼
の
内
容

は
何
か
と
云
え
ば
、
経
典
で
は

「
生
の
法
は
す
べ
て
こ
れ
滅
の
法
で
あ

る
」
y
a
m
i
k
i
n
i
s
a
m
u
d
a
y
a
-
d
h
a
m
m
i

a
da
 
s
a
b
b
a
m
 
t
a
m
i
n
w
d
a
-

(2
)

d
ha
n
n
a
n
m
 

皆

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
原
因
理
由
に
よ
つ
て
生
ず
る
も
の
は
、
す

べ
て
そ
の
原
因
理
由

を
な
く
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

こ
れ
を
滅
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

る
、
と
い
う
縁
起
の
理
法
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
縁
起
の
道
理
を

十

二
縁
起
説

に
つ
い
て

(
水

 
野
)
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十
二
縁
起
説
に
っ
い
て

(水
 
野
)

一
慮
理
論
的
に
理
解
す
れ
ば
、
佛
教
の
初
歩
の
さ
と
り
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
來
る
と
、
佛

の
読
法
は
縁
起
読
が
そ
の
中
心
思
想

を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
從
つ
て
佛
滅
後
に
佛
陀
の
読
法
か

ら
展
開
し
た
印
度
中
國
日
本
の
す
べ
て
の
佛
教
も
、
縁
起
読
を
根
幹
と

(
3
)

し
て
い
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
既
に
椎
尾
博
士
が
指
摘
さ
れ
、
叉

字
井
博
士
は

一
切
の
佛
教
教
學
は
縁
起
論
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
詳
細

(
4
)

に
論
謎
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
從
來
、
中
國
や
日
本
の
佛
教
學
者
は
佛
教

を
ば
、
法
華

・
天
台

・
三
論
等
で
読
く
實
相
論
と
、
倶
舎

・
法
相

・
起

信

・
華
嚴
等
で
読
ぐ
縁
起
論
と
に
分
け
て
、
こ
の
爾
者
は
全
く
別
個

の

も
の
で
あ
り
、
相
野
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
い
て
い
た
の

を
、
宇
井
博
士
は
實
相
論
も
要
す
る
に
縁
起
読

に
他
な
ら
な
い
と
せ
ら

れ
た
。
そ
れ
は
從
來
、
縁
起
論
が
時
間
的
因
果
關
係
と
し
て
の
狭
い
意

味

に
の
み
解
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
つ
て
、
宇
井
博
士
に
よ
つ
て
、

そ
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
縁
起
読
の
兵
の
意
味
は
時
間
的

に
も
室
間
的
に
も
、
或
は
事
實
的
因
果
的
に
も
論
理
的
依
存
關
係
に
も

解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
寧
ろ
相
依
相
資

の
論
理
關
係
の
方
が
縁
起
の

第

一
義
的
意
味
で
あ
る
こ
と
を
力
読
さ
れ
た
。
こ
の
黙
は
賢
首
大
師
の

華
嚴
教
學

に
於
て
既
に
、
眞

の
縁
起
は
時
間
的
因
果
關
係
と
し
て
の

一

相
孤
門
の
縁
起
で
な
く
し
て
、
時
間
室
闇
に
亙
る
す
べ
て
の
事
實
的
論

理
的
關
係
を
な
す
重
汝
無
蓋

の
縁
起
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

縁
起
読
に
は
時
代
に
よ
り
、
部
派
學
派
に
よ

つ
て
、
様
々
な
竜
の
が

あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
原
始
佛
教
以
來
い
ろ
い
ろ
な
攣
化
展
開
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
其
等

の
學
読
は
、
實
際

は

縁
起
読

で
は

あ

つ
て

も
、
從
來
は
必
ず
し
も
縁
起
読
の
範
疇

に
加
え
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
が

多
い
。
蓋
し
、
縁
起
論
が
實
相
論
と
封
立
す
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て

狭
い
意
味
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
縁
起
読
が
い
か
に
誤
り
解

せ
ら
れ
た
か
は
、
大
小
乗
の
諸
経
論

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
十
二
縁
起
読

を
見
れ
ば
到
る
こ
と
で
あ
る
。

1
 
申
阿
含
巻
七
、
三
〇
象
跡
喩
経

(大
正
一
・
四
六
七
a
)
、
M
.
2
8
.
M
s
-

h
a
ha
tt
hpp
ad
op
a
m
a
-
s
.

(
V
o
l
.
1
.

p
.
1
9
1
1
)
.

2
 
V
i
n
a
y
a
 
v
o
l
.
 
1
.

p
.
1
1
,
 
S
.
v
o
l
.
V
 

p
.
 
4
2
3

い
そ
の
他
つ

3
 
椎
尾
辮
匡
、
佛
教
経
典
概
読
、
昭
和
七
年
、
第
七
章
 
十
二
因
縁
論
。

4
 
宇
井
伯
壽
、
佛
教
思
想
研
究
、
岩
波
書
店
、
昭
和
十
八
年
。

二

大
小
乗
の
諸
経
論
に
は
、
十
二
縁
起
の
各
支

の
解
読
を
施

し
て
い
る

も
の
が
か
な
り
あ
る
。
そ
の
読
明
に
よ
つ
て
、

そ
の
縁
起
読
が
い
か
な

る
性
質
の
も
の
と
し
て
解
せ
ら
れ
て
い
た
か
が
到

る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
先
ず
大
乗
経
に
つ
い
て
見
る
に
、
華
嚴
経

に
は
十
地
品

(十
地
経
、

十
住
経
)
第
六
地
で
菩
薩
が
十
二
縁
起
を
観
察
す

る
所
に
、
十
二
縁
起

(
1
)

が
三
通
り
に
読
か
れ
て
い
る
。
第

一
は
我
執
あ
る
愚
痴
の
凡
夫
の
三
世

に
亙
る
爾
重
の
因
果
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
種
子
の
襲
芽
に
よ
る
讐
喩
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的
論
明
も
あ
る
。
第
二
は
第
一
義
を
知
ら
な
い
者

の
縁
起
で
、
こ
れ
も

や
は
い
三
世
爾
重
の
因
果
と
し
て
説

か
れ
て

い
る
。
.第
三
は
有
名
な

「
三
界
虚
妄
但
是

一
心
作
、
十
二
縁
分
皆
依
心
」

と

い
う

の
で
あ

つ

て
、
十

二
縁
起
を
ば

一
心
の
關
係
と
し
て
読
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
華

嚴
経
猫
特
の
も
の
で
あ
る
。
次

に
は
大
寳
積
経

・
大
集
経
及
び
大
乗
浬

(
2
)

葉
経

の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三
者
は
共
に
胎
生
學
的
な
三
世
爾
重
の

因
果
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
尤
も
大
集
経
で
は
三
世
に
亙
る
因
果
論

の

他
に
、

二
世
に
亙
る
胎
生
學
的
因
果

(初
め
の
十
支
は
現
在
、
後
の
二

(
3
)

支
未
來
)
及
び

一
心
刹
那
の
縁
起
の
歌
態
を
も
読
い
て
匝
急
。

次

に
大
乗
論
書
を
見
る
に
、
龍
樹
は
大
智
度
論
に
、
+
二
縁
起
と
は

惑
業
事

の
三
法
が
次
第
に
展
韓
し
て
三
世
に
因
果
相
綾
す
る
歌
態
を
述

(
4
)

べ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
三
世
爾
重
読
を
掲
げ
、
次
い
で
喩
伽
行
派
の

(
5
)
 

(
6
)

諸
論
で
も
、
癒
伽
師
.地
論
を
始
め
と
し
て
、
中
邊
分
別
論
。
大
乗
阿
毘

(
7
)

蓬
磨
雑
集
論
等
、

何
れ
も
十
二
縁
起
を
ば
胎
生
學
的
な
三
世
因
果
と
し

て
読
い
て
い
る
。
唯
だ
撮
大
乗
論
で
は
二
種
の
縁
生
が
あ
る
と
し
て
、

(
8
)

勇
別
崖
値
縫
4
と
売
別
嚢
誹
襲
縫
生
と
を
設
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
恐

ら
く
前
の
華
嚴
経
十
地
品
の
三
種
縁
起
読
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
9
)

帥
ち
分
別
自
性
縁
生
と
は
、
眞
諦
繹

の
世
親
繹
論
に
よ
れ
ば
、
阿
黎
耶

識
に
依
止
し
て
諸
法
が
生
起
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
十
地
品

に
お
け

る
唯
心
縁
起
の
こ
と
で
あ
り
、
分
別
愛
非
愛
縁
生
と
は
、
三
世
に
約
し

十
二
分
を

立
て
た
十
二
縁
起
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
十
地
晶
で
三

世
爾
重
を
読
い
た
二
種
の
縁
起
に
當

る
こ
と
に
な
る
。
倫
 お
鍮
伽
行
派

(10
)

で
も
護
法
の
成
唯
識
論
で
論
く
二
世

二
異
の
因
果
論
ば
、
唯
心
縁
起
に

よ
つ
て
十
二
支
を
論
明
し
た
も
の
で
、
喩
伽
行
派
で
も
猫
特

の
読
で
は

あ
る
が
、
原
始
佛
教
の
二
世
因
果
読
に
通
ず
る
と
も
見
ら
れ
る
。

更
に
小
乗
部
派
の
後
世
論
書
と
し
て
の
脛
部
系
の
成
費
論
で
ぽ
、
十

(
11
)

二
絹
薫
を
三
世
区
栗
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
胎
生
學
読
を
明
示
し

て
い
な
い
。
次
に
大
小
爾
乗
に
亙
つ
て
い
る
坐
輝
三
昧
経
で
は
、
愚
痴

移
黛
者
に
修
ぜ
し
め
る
因
縁
観
と
し
て
十
二
縁
起
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

(1
2
)

が
、
そ
れ
は
前
の
成
實
論

の
読

に
似
て
比
較
的
古

い
形

を
傳

え

て

い

る
。
こ
の
意
味

の
古
い
縁
起
論
を
隅
げ
て
吟
る
も
の
で
六へ
乗
集
建
巳産
藝

(
13
)

論
が
あ
る
。
尤
も
そ
れ
は
稻
桿
経

の
縁
起
読
を
其
儘
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
實
は
原
始
経
典
ハ
の
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
來
る
と
、
後
世
の
大
小
乗
の
経
論
で
は
、
十
二

縁
起
読
と
し
て
は
、
胎
ん
ど
三
世
爾
重
の
時
間
的
因
果
読
を
採
用
し
、

而
も
そ
れ
ば
胎
生
學
的
な
も
の
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は

こ
の
よ
う
な

一
般
の
風
潮

は
何
故
に
起
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
後

世
の
大
小
乗
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
論
二

切
有
部
の
學
読
に
由
來

す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
次
に
は
読

一
切
有

部
の
諸
論
書
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
縁
起
読
を
検
討
し
て
見
た
い
。

1
 
六
十
華
嚴
巻
二
五
、
大
正
九
・
五
五
八
c
以
下
。
八
十
華
嚴
悠
三
七
、

大
正

一
〇
・
一
九
四
a
以
下
。
十
住
纒
巻
三
、
大
正
一
〇
・
五
一
四
c
以

下
。
十
地
経
巻
四
、
大
正
唖
〇
。
八
五
三
a
以
下
。
D
a
s
s
t
n
w
i
n
w
i
n
i
w
 

h
u
m
i
s
v
a
r
a

R
ah
d
e
rp
 
p
.
4
8
6
.
 
K
o
n
d
o
 
p
.
9
7
f

十

二
縁
起
詮

に
つ
い
て

(
水

野
)
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十
二
縁
起

読

に
つ
い
て

(
水
 
野
)

2
 
大
寳
積
経

巻

九
四
、

大
正

一
一
・
五
三
五
a
。
大
集
輕
春

二
四
、
大

正

二

二
・
三

九
b
。

大
般
浬
薬
経
巻

二
五
、
大
正

二

一
・
七
七
〇

a
以
下
。

3
 

二
世
説

(
巻

一二
二
。

一
六
四
b
)
は
無
明
、

行
を
ば
胎
見

の
初
息

の
出

入
及
び
身
口
意

の
三
行
と
し
、
識

を
胎
見

の
初
識
と
す

る
猫
特
な
読
で
あ

る
。

一
心
刹
那

説

(
巻
一二
二
・

一
六
四

a
)

は
愛
心

の
相
貌

を
ば
、

一
人

一
念
皆
悉
具

足
と
し
て
十
二
縁
起

に
よ

つ
て
説

い
た
竜

の
で
あ
る
。
大
集

経

の
こ
の
二
世

説
、

一
心
刹
那
読
は
天
台
大
師

の
法
界

次
第

初
門

に
竜
引

用
さ
れ
て

い
る
。

4
 

大
智
度
論
巻

五
、

巻
九
〇
、

大
正

五
・
一
〇
〇
b
、

六
九
六

a
以
下
。

5
 
喩
伽
師
地
論

巻
九
、
巻

一
〇
、

巻

五
六
、

巻
九
三
、
大

正
三
〇

・
三
二

一
a
以
下
、

三
二
五

a
以
下
、

六

一三

b
、

八
二
七

c
。

6
 

申
邊
分
別
論

巻
上
、

大
正

三

一
・
四
五
二

a
。
辮

中
邊
論
巻
上
、

大
正

三

一
・
四
六
五
b
。
c
f
.
 
M
a
d
h
a
n
t
a

-
v
j
b
h
a
g
a
-
t
i
k
a
g

(
山
口
本
)
p
.
3
4
f

7
 

大
乗
阿
毘
蓮
磨
雑
集
論
巻
四
、

大
正
三

一
引
七

一

c
以
下
。

8
 

搬
大
乗
論
巻
上
、

佛
陀
扇

多
誰
、

大
正
三

一
・
九
八

c
、
眞
諦
課

(
一

一
五
b
)
、
玄
奨
課
 
(
二
二
四

c
以
下
)
。

9
 
振
大
乗
論
繹
旛

二
、
大
正
三

一
・
三

六
四

a
以
下
。

10
 

成
唯
識

論
巻

八
、
大
正
三

一
・
四
三
b
以
下
。

11
 
成
實
論

巻
二
、

大
正
三
二

・
二
五

一
a
以
下
、

二
五
三
b
以
下
。

12
 
坐
暉
三
昧
輕

巻
下
、

大
正

一
五

・
二
八
二

c
以
下
。

13
 
大
乗
集

菩
薩
學
・論
巻

一
五
、

大
正
三
二

・

一
一
九
b
以
下
。

S
i
k
d
s
n
i
n
i

m
u
c
c
a
y
a
 
C
.
B
e
n
d
a
l
l
 
e
d
.
 
1
9
0
2
.
2
2
2

三

元
來
部
派
佛
教
の
教
理
獲
達
は
大
髄
、

(一
)部
派
分
裂
以
前
の
原
始
佛

教
時
代
、
(二)
分
裂
後
の
部
派
と
し
て
の
根
本
阿
毘
達
磨
時
代
、
(三)
阿
毘

達
磨
註
繹
書

乃
至
綱
要
書
時
代
、
と
い
う
よ
う

に
次
第
に
攣
化
し
て
來

て
い
る
。
そ
し
て
根
本
阿
毘
達
磨
で
も
、
初
期

の
も
の
は
阿
含
経
典
の

読
と
航蓮
絡
し
、

こ
れ
に
深

い
關
係
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
期
の
も
の
と

な
る
に
從
つ
て
、
次
第
に
経
典
詮
か
ら
猫
立
し
た
も

の
と
な

つ
て

い

る
。
そ
れ
が
註
繹
書
や
綱
要
書
で
は
更
に
著
し

い
の
で
あ
る
。

乙
の
黙

を
念
頭
に
置
い
て
、
読

一
切
有
部
の
諸
論
書

に
お
け
る
十
二
縁

起
読
を

見
る
と
、
先
ず
註
繹
書
及
び
綱
要
書
と
し
て
の
大
毘
婆
沙
論

・
倶
含
論

・
順
正
理
論
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
何
れ
も
胎
生
學
的
な
三
世

(
1
)

爾
重
の
因
果
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
前
に
列
塞
・し
た
大
小
乗
諸
経
論

の
十
二
縁
起
読
は
、
此
等
の
有
部
學
読
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

然
し
此
等
の
諸
論
書
に
は
三
世
爾
重
論

の
み
で
な
く
、
全
髄

の
縁
起

(
2
)

読
と
し
て
は
、
四
種
の
縁
起
を
學
げ

て

い
る
。
四
種
と
は

一
、
刹
那

(
k
s
a
n
i
k
a

)

二
、
蓮
縛
 
(
s
a
m
b
a
n
d
a

a

)

三
、
分
位

(
a
v
a
s
t
h
i
k
a

a
)

四
、
遠
綾

(P
r
a
k
e
a
r
s
i
k
a

)
の
四
つ
で
あ
つ
て
、

こ
の
中
第

一
の
刹
那
縁

起
と
は
、
前
の
大
集
経
に
も
そ
の
例
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
十
二
支
が

す
べ
て

一
刹
那
に
貝
備
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
婆
沙
論
で
は

設
摩
達
多
の
論
ど
し
て
、
貧
心
に
ょ
つ
て
殺
生
を
す
る
場
合
を
例

に
と

つ
て
、
貝
燈
的
読
朋
が
な
さ
れ
て
い
る
。
刹
那
縁
起
と
し
て
は
、

こ
の
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よ
う
な
原
因
結
果

の
因
果
關
係

の
み
で
な
く
、
寧
ろ
理
由
と
飾
結
と
の

論
理
關
係
と
し
て
の
も
の
も
學
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く

中
論
の
根
本
立
揚
を
な
し
て
い
る
室
假
中

の
縁
起
読
が
そ
れ
で
あ
る
。

第
二
の
蓮
縛

(相
綾
)
相
績
縁
起
と
は
、
云
わ
ば
蓮
綾

し
た

心
理
的
な

縁
起
読
で
あ
つ
て
、
阿
含
経
な
ど
に
論
か
れ
る
原
始
的
縁
起
読
の
通
俗

的
な
も
の
は
、
多
く
こ
れ
に
屡
す
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
三
世
爾
重

で
な
く
、

二
世

一
重
の
縁
起
で
あ
つ
て
、
無
明
か
ら
有
ま
で
の
十
支
が

現
在
で
診
り
、
生
、
老
死
の
二
支
が
未
來
に
屡
す
る
と
せ
ら
れ
る
。
第

三
の
分
位
縁
起
と
は
三
世
に
亙
る
十
二
支

の
因
果
相
綾
が
す
べ
て
五
慈

の
分
位
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
が

一
般
に
縁
起
論
と

し
て
採
用
せ
ら
れ
る
三
世
爾
重

の
因
果

に
當
る
の
で
あ
る
。
第
四
の
遠

綾
縁
起
と
は
、
因
果
の
蓮
鎮
が
直
接

に
蓮
綾
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

因
と
果
と
は
時
聞
を
隔
て
、
世
代
を
異

に
し
て
關
係
し
合
つ
て
い
る
よ

う
な
揚
合
を
云
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
業
報
読
に
、
現
生
受
や
次
生
受

の
み
で
な
く
、
後
生
受
報
が
あ
る
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
慮
じ
て

読
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
縁
起
關
係
を
全
瞠
的
に
考
察
す
る
時
は
、
大
禮
右
の
四
種

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
達
磨
多
羅
暉
経

の
四
種
縁
起
も
右
の
有
部
読
を
承

(
3
)

け
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
喩
伽
師
地
論
が
、

一
、
久
遠
滅
縁
、

二
、
無

(
4
)

間
滅
縁
、

三
、
倶
有
縁

の
三
種
を
読

い
て
い
る
の
も
、

こ
れ
と
何
等
か

の
關
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
蓋

し
久
遠
滅
縁
は
有
部
の
遠
綾
縁
起
に
、

無
聞
滅
縁

は
蓮
縛
、
分
位
の
二
縁
起
に
、
倶
有
縁
は
刹
那
縁
起
に
當

て

る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考

え
方
は
中
國
佛
教
で

も
採
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
浮
影
慧
遠

の
大
乗
義
章

に
は

一
、
三
世
分
別

(
三
世
爾
重
因
果
)

二
、
二
世
分
別

(
無
明
、
行
、
愛
、

取
、
有
-
過
去
、

識
等
五

果
、
生
、
老
死
-
現

在
)

三
、

一
世
前
後
明
貝

(十
二
支
を

現
世
の

み

の
因
果
關
係

で
読

く
)

四
、
同
時
別
膿

(婆
沙
論
等
の
刹
那
縁
起
)

五
、
同
時
同
盟

(十
地
経
の
唯
心
縁
起
、
ま
た
無
自
性
室
の
縁
起

を
も
説
く
)

(
5
)

の
五
種
が
揚
げ
ら
れ
、
天
台
大
師
の
法
界
次
第
初
門
に
も
、
1
三
世
因

果
、

2
二
世
因
果
、

3
一
念
十
二
因
縁
の
三
種
縁
起
が
述
べ
ら
れ
て
い

(
6
)

る
。

こ
の
揚

合

の
三
論

は
前

の
大

集

経

を

曲
ハ糠

と

し

た

も

の
で

あ

る
。

1
 
大
毘
婆
沙
論
巻
二
三
、
大

正
二
七

・

一
一
九
a
以
下
。

倶
舎
論

巻
九
、

大
正
二
九
。
四

八
a
以
下
。

順
正

理
論
巻

二
五
、
大
正

二
九
。

四
八
三

c

以
下
心

2
 
大
毘
婆

沙
論
巻

二
三
、

大
正
二
七

・
一
一
七

c
以
下
。

倶
舎
論
巻
九
、

大
正
二
九
・
四
八
c
。
順
正
理
論

巻
二
七
、
大
正

二
九
。
四
九
三
b
以
下
。

3
 

蓮
磨
多

羅
輝
経
巻
下
、

大
正

一
五

・
三
一二
二
a
。

4
 
喩
伽
師
地
論
巻

一
〇
、

大
正
三
〇

・
三
ご
五
b
。

5
 

大
乗
義
章
巻
四
、

大
正
四
四

・
五
四
八
b
以
下
。

6
 
法
界
次
第
初
門
中
ノ
下
、

大
正
四
六

六
八
四

a
以
下
。

十

二
縁
起
説

に
つ
い
て

(
水

野
)
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十
二
縁
起
読
に
つ
い
て

(水
 
野
)

四

婆
沙
論
等

の
四
種
の
縁
起
読
は
、
そ
の
前
の
根
本
阿
毘
達
磨
と
の
直

接

の
蓮
絡

は
見
出
さ
れ
な
い
。
恐
ら
く
當
時
の
論
師
達
が
縁
起
の
關
係

を
實
際
に
考
察
し
て
、
こ
の
よ
う
な
四
種
の
も
の
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

有
部
の
根
本
阿
毘
達
磨
で
十
二
縁
起
を
読
い
て
い
る
の
は
、
最
初
期
の

論
書
に
屡
す
る
法
慈
論
で
あ
る
。
法
纏
論
に
は
、
阿
含
経
を
曲
ハ撫
と
し

(
1
)

て
種
女
の
縁
起
読
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
含
経

に
読
か
れ
て

い
る
縁
起
論
を
種
類
的
に
網
羅
す
る
意
味
で
列
墨
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
に
は
然
し
縁
起
読
を
十
二
支
全
禮
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
縁
起
す
る
二
支
の
間
の
關
係
に
つ
い
て
種
々
の
異
読
を
學
げ

る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
、
無
明
↓
行
等

の
順
に
關
係
す

る
普
通
の
二
支
以
外
に
、
名
色
↓
識

と
名
色
↓
鰯
と
の
關
係
も
読
か
れ

て
い
る
。
維
典
の
中
に
そ
れ
を
読
い
た
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
法
慈
論

の
態
度
は
良
心
的
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次

に
同
じ
く
阿
含
読
を
承
け
た
他
の
部
派
の
阿
毘
達
磨
は
、
い
か
な

る
縁
起
読
を
採
用
し
て
い
る
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
の
も

の
と
し
て
、
現
存
す
る
根
本
阿
毘
達
磨
に
は
含
利
弗
阿
毘
曇
論
と
パ
ー

り
論
藏
と
が
あ
る
。
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
は
何
部
派
の
も
の
で
あ
る
か
不

明
で
あ
る
が
、
大
膿
的
傾
向
は
上
座
部
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
論
か
れ
て

い
る
縁
起
読
は
、
有
部
の
法
纏
論

が
取
扱
つ
て
い
る
と
殆
ん
ど
同
じ
方

(
2
)

法
で
、
阿
含
経
の
種
女
な
る
縁
起
説
か
ら
揚
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
は
パ
ー
り
論
藏
の
縁
起
論
で
あ
る
が
、
法
慈
論
や
舎
利
弗
阿
毘

曇
論
と
同
程
度

の
初
期
阿
毘
達
磨
に
屡
す
る
パ

ー
り
分
別
論

に
ょ
れ

ば
、
そ
こ
に
は
先
ず
経
分
別
S
u
g
t
i

ta
n
t
a
-
b
h
a
j
a
n
i
y
a
n
a
 

と
し
て
、
阿
含
経

(
3
)

に
あ
る
縁
起
分
別
 
S
.
X
I
I
,
 
2
 
V
i
b
 
2
 
V
i
b
h
a
n
i
g
a
a
 

を
其
儘
掲
げ
て
い
る
。
経
読

と
し
て
は
こ
の
一
種
の
み
を
取
り
、
法
纏
論
や
舎
利
弗
毘
曇
の
よ
う
に

多
く
の
異
読
を
紹
介
し
て
い
な
い
。
次
に
論
分
別
A
b
h
i
d
h
a
m
m
a
-
b
h
a

j
a
n
i
y
a
 

と
し
て
、
阿
毘
達
磨
的
立
揚
か
ら
縁
起
を
読
明
し
て
い
る
の
で

(
4
)

あ
る
。
そ
こ
で
は
パ
ー
り
佛
教
で
読
く
八
十
九
心
 
(三
界
の
す
べ
て
の
有

情
に
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
起
る
す
べ
て
の
心
を
八
十
九
種
に
分
類
し
た
竜
の
)
が

い
か
に
縁
起
す
る
か
を
、

縁

(p
a
c
c
a
y
a
o
o
間
接
原
因
)
關
係
、

因

(
h
e
t
u

直
接
原
因
)
 關
係
、
相
鷹

(
s
a
m
p
a
y
a
n
i
w
n
i
a
p
a
y
g
a
心
心
所

の
相
鷹
倶
起
)
關
係
、

相
互
 
(践
冨
日
穆
ぽ

心
心
所
と
色
法
の
相
互
存
在
)
關
係
の
四
方
面
か

ら
、
關
係
す
る
二
支
が
順
に
進
む
場
合
、
逆
に
進

む
擾
合
、
中
聞

の
支

を
飛
ば
し
て
關
係
す
る
揚
合
と
い
う
よ
う
に
ふ
縁

起
支

の
起
め
得
る
あ

ら
ゆ
る
場
合
を
考
慮
し
て
、
一一十
四
通
り
の
縁
起
と
し
て
纏
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
読
か
れ
て
い
る
の
は
、
臼
常

の
心
識

の
縁
起
で
あ

つ
て
、
三
世
因
果
と
か
二
世
因
果
と
か
、
胎
生
學
論
と
か
は
全
く
問
題

と
な
つ
て
い
な
い
。
云
わ
ば
パ
ー
り
佛
教
猫
特

の
も
の
で
あ
り
、
強
い

て
云
え
ば
十
地
経
あ
た
り
の
唯
心
縁
起
に
相
當
す

る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
パ
ー
り
佛
教
で
は
二
世
三
世
の
因
果
關
係
と
し
て
の
縁
起

読
は
探
用
し
な
い
か
と
い
う
に
、
そ
う
で
な
い
。
阿
含
経
と
阿
毘
達
磨

と
の
中
間
的
存
在
と
し
て
の
小
部
経
無
碍
解
道
で
は
、
十
二
縁
起
を
三
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(
5
)

世
に
亙
る
因
果
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
明
瞭

に
ば
論
や
て
い

な
い
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
胎
生
學
的
な
解
繹
と
見
徹
さ
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
論
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
、
パ
ー
り
佛
教
で
も
、
か
な
り
早
い

時
代
か
ら
、
胎
生
學
的
三
世
爾
重
の
因
果
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と

見
え
る
。
阿
毘
達
磨
以
後

の
パ
ー
り
佛
教
で
も
や
は
り
こ
の
傾
向
は
織

承
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
佛
晋

の
清
漂
道
論
に
は
、
十
二
縁
起
を
ば
胎
生

(
6
)

學
的
な
三
世
爾
重
の
因
果

の
み
と
し
て
読
い
て
い
る
。

以
上
、

極
め
て
簡
軍
で
は
あ
る
が
、
現
存
す
る
文
献

に
つ
い
て
、
部

派
佛
教
以
後

の
大
小
乗
の
諸
佛
教
が
、
十
二
縁
起
を
い
か
に
解
し
て
來

た

か
を
見
た
。
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
南
北
に
亙
り
、
大
小
乗
を
通
じ

て
、
多
く
の
佛
教
は
、
十
二
縁
起
を
ば
三
世
に
亙
る
胎
生
學
的
な
因
果

読
で
あ

る
と
見
徹
し
て
來
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
に
は
二
世
因
果
と

か
唯
心
縁

起
と
か
、
阿
含

の
原
始
佛
教
読
と
か
を
採
用
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
け
れ
ど
竜
、
大
騰

の
傾
向
と
し
て
は
三
世
因
果
読
で
あ
る
。
そ

れ
に
し

て
も
、
初
期

の
阿
毘
達
磨

で
は
ま
だ
右
の
傾
向
に
.確
定
す
る
こ

と
な
く
、

阿
含

の
経
読
を
全
髄
的
に
縫
承
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で

は
阿
含

経
に
は
ど
の
よ
う
な
縁
起
読
が
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

1
 
法
慈
足
論

二
、

大
正
一一六
・
五
〇
五
c
以
下
。

2
 
舎
利
弗
阿
毘
畠
謝論
巻

一
二
、
大八
正
二
八
・
六
〇
六
b
以
下
。

3
 
V
i
b
h
a
g
a
 

p
.
 
1
3
5
f
.
4
 
i
b
i
d
.
 

p
.
1
3
8
f
.

5
 
P
a
t
i
s
a
m
b
h
i
d
-
m
a
g
g
a
 
v
o
l
.

p
.
5
2
.

6
 
V
i
s
u
d
d
h
i
m
a

ag
g
a
pp
。
1
9
8
f
。
;
5
7
8

十
二
縁
起
説
に
つ
い
て
 (水

野
)

五

阿
含
経
の
縁
起
読
に
つ
10
て
は
噛
我
國
で
も
大
正
末
期
以
來
、
多
く

(
1
)

の
學
者

に
よ
つ
て
極
め
て
詳
細

に
論
究
せ
ら
れ
、
大
い
に
學
界
を
賑
わ

し
た
。
從
つ
て
今
日
で
は
原
始
佛
教

の
縁
起
読

は
研
究
し
霊
さ
れ
て
い

る
感
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
私
が
こ
の
問
題
を
新
に
取
上
げ
る

の
は
、
阿
含
の
十
二
縁
起
を
心
理
的
立
揚
か
ら
解
繹
す
れ
ば
い
か
に
な

る
か
を
見
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
解
繹
す
る

方
が
、
無
理
も
な
く
、
我
女
の
日
常

の
心
の
動

き
を
實
際
に
読
明
し
得

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
意
味

で
、
十
二
支
中
で
問
題

と
な
る
の
は
、
第

一
は
識
支
の
解
繹
、
第
二
は
識

名
色
-

六
虞
-
燭

の
關
係
、
第
三
は
行
支
及
び
有
支
の
解
繹
で
あ
る
。

先
ず
識
支

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
識
は
阿
含
で
は
普
通

に
六ハ
識

と
読
明
さ
れ
て
い
る
。
六
識
と
い
う
揚
合
の
識

は
、
元
來

の
意
味

で
は

「了
別
す
る
こ
と
」
「
認
識
す
る
こ
と
」
と
い
う
心
作
用
と
し
て

の
認

識
を
指
し
て
い
た
ら
し
い
。
故
に
五
葱
論
で
も
、
受
想
行
識
は
本
來
は

感
受
作
用

・
想
念
作
用

・
意
志
等
の
作
用

・
認
識
作
用
を
意
味

し
、
そ

こ
に
後

の
阿
毘
達
磨
佛
教
で
云
う
よ
う
な
個
髄
的
意
味
-
識

が
心
の

圭
燈
 
(心
王
)
 で
受
想
行

は
そ

の
部
分
作
用
叉

は
屡
性
 
(
心
所
)
 で
あ

(
2
)

る
と
い
う
よ
う
な
意
味
-
は

全
く
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
経
血
ハ
の
中

に
屡

読
か
れ
る
六
根
-
六
境

六
識
-
六

燭
-
六

受
等

の
所
謂
六
六

経
の
關
係
も
、

六
根
と
い
う
感
畳
知
畳
器
官
に
六
境
と
い
う

封
象
が
現
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十
二
縁
起
読
に
っ
い
て

(
水
 
野
)

わ
れ
て
、
そ
こ
で
六
識
と
い
う
認
識
作
用
が
生
ず

る
こ
と
を
云
つ
た
も

の
で
あ
つ
て
、
後
に
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
六
識
と
い
う
心
の
圭
膿
が
あ

つ
て
、
そ
れ
が
根
や
境
と
和
合
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
個
膣
的
な
考
え

方
は
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
從

つ
て
縁
起
読

に
於
け

る
識
支

も
、
本
來
は
認
識
作
用
を
意
味
し
、
認
識
圭
膿
と
し
て
の
識
膿
を
意
味

(
3
)

す
る
も

の
で
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
に
六
六
経
か
ら
縁
起
読
を

(
4
)

展
開
し
て
い
る
の
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。
ま
た
茶
暗
比
丘
が
識
支
を
ば

(
5
)

圭
騰
的

に
解
し
て
、
繹
奪
か
ら
ひ
ど
く
叱
、ら
れ
た
の
も
、

こ
の
事
實
を

設
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
識
支
を
認
識
作
用
と
解
す
る
こ
と
が
、

縁
起
読

に
於
け
る
識
支
の
本
來
の
意
味
 と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
、
次
節

で
述
べ
る
よ
う
に
、
識
を
圭
髄
的
に
論
く
よ
う
に
な

り
、
更

に
讐
喩
的
に
は
、

こ
の
識
支
を
ば
人
闇
が
母
胎
に
生
れ
る
時

の

最
初
識

と
し
て
の
瀞
話
的
な
健
達
傳
 
g
a
n
d
h
a
b
b
a
 

と
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
然
し
阿
含

の
縁
起
読
の
中
で
、
識
支
を
入
胎
の
最
初
識
と
し
て

い
る
例
は
極
め
て
少
い
の
で
あ
つ
て
、
多
く
は
識
を
六
識
と
見
徹
し
た

心
理
作
用
と
し
て
の
縁
起
読
で
あ
る
。

法
親
論
や
含
利
弗
阿
毘
曇
論
は

阿
含
の
こ
の
爾
読
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
の
大
小
乗
諸
経
論

で
は
、
既

に
見
た
よ
う
に
、
多
く
は
識
を
入
胎
心

(結
生
識
)
と
す
る

胎
生
學
的
な
縁
起
読
を
採
用
し
た
。

こ
れ
は
原
始
佛
教

の
縁
起
読
を
誤

り
解
し
た
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
 
圭
要
な
も
の
の
み
を
畢
ぐ
れ
ば
訳
の
如
し
。
 
a
木
村
泰
賢
、
原
始
佛

教
思
想
論
、
大
正
十
一
年
、
第
五
章
特
に
十
ご
縁
起
論
に
就
て
、
一二
一八

-
二

六

九
頁
。

附

錬
原
始
佛
教

に
於
け

る
縁
起
観

の
開
展
、

四
六
七
-
五

七
六
頁

(
こ
れ
は
初
版
以
後
附
加
)

b
宇
井
伯
壽
、

印
度
哲
學
・研
究
第

二
巻
、

大
正
十
四
年
、
第

三
、
十

二
因
縁

の
解
繹
、
二
六

一
-
二
四
三
頁
。

c
和
辻
哲
郎
、
原
始
佛

教
の
實
践
哲
學
、
昭
和
二
年
、
第

二
音

縁
起

説
、
二

六
七
-

三
八
六
頁
。

d
赤
沼
智
善
、
原
始
佛
教
之

研
究
、
昭

和
十

四
年
、

二
、
阿
含
輕
、講
話
第

五
章

四
諦
と
十
二
縁
起
、
一
二
二
二
-

三
ハ
六
頁
。
九
、
十

二
因
縁

の
傳
統
的
解
繹

に
就

い
て
、
四
七
五
-
四

九
七
頁
 (
宗
教
研
究
新
第

二
號

一
巻
大
正
十
四
年

二
月
所
載
、

本
論
丈

は
阿
含

に
於

け
る
縁
起
読

を

丹
念

に
集
録
し
分
類
し

て
い
る
)

e
舟
橋

一
哉
、

原
始
佛
教
思

想

の
研

究
-
縁

起

め
構
造
と
そ

の
實
踵
「
-
(
昭
和
二
十

七
年
。

術
お
西
洋
人

の

十

二
縁
起
読
明

と
し
て
は
、
O
d
l
e
n
w
i
h
e
n
w
i
n
n
d
e
n
t
e
 
B
a
.
;

M
.
.
W
a
k
e
s
s
e
r
,
 
D
i
e
 
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
s
 

p
h
i
l
o
s
o
o
c
h
e
 
G
r
u
n
d
l
a
g
e
 
d
e
s

B
u
d
d
h
i
s
m
u
s
,
 
1
9
0
4
.
 
S
4
9
f
f
.
 
d
e
 
l
a
 
V
a
l
l
e
e
e

d
e
s
 
d
o
u
z
e
 
G
a
u
s
q
e
 
1
9
1
3
 
等
が

あ
る
が
、

日
本
・の
學
・読
以
上
に
出
る
竜

の
は
な

い
。

2
 

拙
稿

「
心
心
所
思
想

の
展
開
に

つ

い
て
」
(
目
本
佛
教
學
協
會
年
報
第

十

四
號
)
参
照
。

3
 
雑

阿
含
巻

三
、
六
八
経
。

巻
八
、

二

一
八
経
、

一二
一
一
経

巻

九
、

二

三
〇
経

(
大
正

二

・
一
八
a
、
五
四

c
以
下
、

五
六

a
)
、
S
.
v
o
l
.
1
1
,
 
1
1

P
.
7
3
;
 
1
V
 

p
.
8
7
6
2
 
p
.
9
0
.

4
 
O
d
s
n
w
i
n
i
w
g
は
識
を
 
E
r
k
e
n
n
w
n
 

認
識
作
用
と
し
、
W
a
l
l
e
s
s
e
r
 

は

B
e
w
u
s
s
t
e
n
e
i
u

q
s
s
d
s
i
w
n
i
w
n
i
w
 

首

認
識
圭
盤
と
し

て
い
る

の
は
、
前
者
が
識

の
原
意
を
取

つ

た
も

の
で
あ

り
、
後
者
は
縁
起
誘
を
形
而
上
學
・的

に
解

し
た
た
め

で
あ
る
。

5
 

申
阿
含

二
〇

一
喋
帝

脛
、

巻
五
二
、
大
正

一

七
六
六

c
以
下
。
M
.
3
8
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M
a
h
a
t
a
n
h
a
s
a
k
i
y
a
-
s
 
v
o
l
.
1
,
 

p
.
 
2
5
6
f
f
.

六

次
に
は
識
-
名
色
六
庭
-
燭

の
關
係
を
眺
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

識
支
が
結
生
識
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
當
然
に
名
色
、

六
塵

等
は
胎
内
の
歌
態
と
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
胎
内
の
歌
態
と
し
て

の
名
色
は
、
識

の
入
胎
以
後

の
心

(
名
)
、
身

(色
)
の
獲
育
歌
態
で
あ

り
、
六
塵
は
胎
児
に
六
根
が
完
成
し
た
歌
態
と
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
胎
生
學
的
な
立
場
で
は
、
名
色
、
六
虚
等

の
読
明
が
異

論
な
く
片
付
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
識
を
六
識
と
す
る
本
來
の
縁
起
読

で
は
、

名
色
、

六
虚
が
何
を
指
し
、
い
か
な
る
歌
能
心の
も
の
で
あ
る
か

は
、
阿
含
経
に
も
後
の
諸
経
論
に
も
詳
し
い
読
明
が
な
く
、
唯
だ
名
と

ば
無
色

の
四
慈

(
受
想
行
識
)
と
か
、
識
を
除
い
た
三
慈
↓と
か
、
受
想

思
濁
作
意
と
か
せ
ら
れ
、
色
と
は
四
大
及
び
四
大
所
造
の
色
と
せ
ぢ
れ

て
い
る
。
簡
然
し
こ
の
揚
合
、
名
色
が
前
後
の
識
及
び
六
虞
と
い
か
な
る

關
係
に
於
て
縁
起
し
て
い
る
か
の
貝
艦
的
読
明
が
な
い
の
で
あ
る
。

唯
だ
有
部
の
法
慈
足
論
の
み
は
、
そ
の
關
係
を
ば
幾
つ
か
の
貝
燈
例

(
1
)

に
よ
つ
て
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
胎
生
學
的
説
明
を
加
え
て
、
名

色
の
読
明
は
要
略
分
類
す
れ
ば
大
髄
四
種
と
な
る
。
三
種
が
心
理
的
読

明
で
あ
り
、
そ
れ
ば
善
悪
業
叉
は
愁
悲

の
起
る
場
合
、
寒
熱
飢
渇

の
生

ず
る
揚
合
、
根
境
識
三
和
合
の
場
合
、

に
於
け
る
名
色
が
読
か
れ
て
い

る
。
然
し
そ
の
場
合
で
も
、

こ
の
名
色
が
識
支
や
鰯
支
と
い
か
な
る
關

十
二
縁
起
読
に
つ
い
て

(
水
 
野
)

係
に
診
る
か
は
明
瞭
で
な
い
。
要
す
る
に
法
纏
論
で
も
識
、
名
色
、
六

塵
の
關
係
が
曖
昧
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
代
既

に
不
確
定
で
あ
つ
た

か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
が
阿
含
経
に
も
後
代
の
経
論
に
も
反
映
し
て
、

今
日
の
學
界
で
も
異
詮
を
生
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

然
し
こ
の
三
支

の
關
係
に
つ
い
て
は
、
大
谷
大
學

の
故
赤
沼
智
善
教

授
及
び
舟
橋

一
哉
教
授
は
、
明
瞭

に
名
色
が
識

の
封
象
で
あ
る
こ
と
を

(
2
)

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
根
嫉
と
し
て
は
、
漢

巴
の
雑
阿
含
に

「
内
に

識
身
が
あ
り
、
外
に
名
色
が
あ
つ
て
、

こ
の
二
縁
か
ら
六
鰯
塵
を
生
ず

(
3
)

る
」
と
あ
る
経
読
と
、
ま
た
阿
含
の
諸
虚
に
出

て
來
る
根
皿境
識

鰯
-

受
-
愛
…
…
と
い

う
六
六
経
か
ら
の
縁
 (起
読
と
が
基
・げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
諸
部
派
の
阿
毘
達
磨
を
始
め
、
後
の
大
小
乗
諸
経
論
に
も
、

名
色
を
こ
の
よ
う
に
識

の
封
象
と
し
て
の
六
境

で
あ
る
と
読
い
た
例
は

全
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
然
し
名
色
を
野
象
乏
見
る
こ
と
は
、
縁
起

支
を
無
理
な
く
論
明
す
る
に
最
も
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。

然
し
こ
れ
に
封
し
て
反
封
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
根
境
識

-
燭

受

愛
…
…
の
縁

起
説
で
は
、
根
境
識

の
順
序
で
あ
る
の
に
、

十
二
縁
起
で
は
識

名
色

(境
)
-
六

塵

(根
)
と
い
う
違

つ
た
順
序

と
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
と
。

こ
れ
は
根
境
識

の
三
者
は
同
時
存

在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
順
序
は
ど
ち
ら
で
も
よ

い
と
思
う
。
唯
だ
右
の

爾
者

の
順
序
が
違
つ
て
い
る
の
は
、
前

に
も
少
し
燭
れ
た
よ
う
に
、
識

を
識
髄
と
す
る
か
認
識
作
用
と
見
る
か
の
相
違

に
ょ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
六
経

の
揚
合
は
根
と
境
と
か
ら
識
と
い
う
認
識
作
用
が
生
ず
る
と
す

十

二
縁
起
読

に

つ
い
て

(
水

野
)
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十
二
縁
起
誘
に
つ
い
て

(水
 
野
)

る
か
ら
、

そ
の
順
序
は
根
境
識
と
な
る
が
、
識
を
識
騰
と
見
れ
ば
、
先

ず
識
髄
が
あ
つ
て
、
そ
こ
に
名
色
(境
)
が
現
わ
れ
、
同
時

に
六
虚

(根
)

が
完
具
し
て
い
る
時
に
、
そ
の
三
者

の
和
合
で
燭
を
生
ず
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
順
序
は
識
、

名
色
、
六
虚
と
す
る
方
が
よ
い
の
で
あ
る
。

識
を
識
膿
と
す
る
の
は
阿
毘
達
磨
時
代
に
特
に
著
し
く
な
つ
た
け
れ

ど
も
、
原
始
佛
教
時
代
に
も
な
か
つ
た
わ
け

で
は
な

い
。
と
云
う
の

は
、

こ
の
縁
起
説
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
無
明

行
-
識

の
無
明
と

行
は
、
現
行
と
し
て
の
煩
悩
業

の
作
用
そ
の
も
の
で
も
あ
る
が
、

現
行

作
用
の
集
積
し
た
潜
在
的
の
煩
悩
叉
は
性
格
と
も
見
ら
れ
、
實
際
的
に

は
寧
ろ
後
者
の
方
が
我
々
の
日
常
生
活
に
重
大
な
關
係
を
も
つ
も
の
で

あ
る
。
故

に
無
明
-
行
-
識
の

識
も
軍
な
る
認
「識
作
用

と
い
う
よ
り

も
、
そ

の
奥
に
無
明
煩
悩
等

の
潜
在
力
を
捲

つ
て
い
る
識
髄
と
し
て
當

然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
識
が
無
明
等
を
捲
つ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
受

愛
-
取

と
な
つ

て
來
た
時

に
、
そ
の
潜
在
力
に
影
響

さ
れ
て
、
受
は
苦
受
 
(瞑
者
)
 叉

ぱ
樂
受
 
(貧
者
)
 と
な
り
、

そ
こ
か
ら
憎
愛
 
(愛
)
 及
び
取
捨
 
(取
)
 を

生
ず
る
の
で
あ
る
。
若
し
識
が
白
紙
の
歌
態
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
苦

樂
憎
愛

取
捨
を
生
ず
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
識
が
こ
の
よ
う
に
潜
在

力
を
澹

つ
て
い
る
と
い
う
考
え
の
下
に
、
十
二
縁
起
読
で
は
識
を
識
鷺

と
し
、

こ
れ
を
無
明
、
行
の
直
後
に
置
い
て
名
色

(
境
)
、
六
庭

(根
)

に
先
行
せ
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1
 
法
窺
足
論
巻

一
、
大
正
三
六
。
五
〇
七
a
以
下
。
樹
お
舎
利
弗
阿
毘

曇
論
巻

二

一
、
大

正
二
八

・
六
〇

七

c
に
も
多
少

の
読
明
が
あ

る
。

2
 
赤
沼
前

燭
量
二
五
六
頁
、

舟
一橋
前
掲
書

一
〇
七
頁
以
下
。

3
 
薙
阿
含
巻

一
二
、

二
九
四
維
、

大

正
二

・
八
三
c
.
S
.
 
V
o
l
.
1
1
,
 

p
.

2
4
.
 パ
ー
り

で
'は
漢

課
で
識
身

と
あ
る
の
を
箪
に
身
と
し

て
い
る
が
、

こ

れ
は
識
身

の
こ
と
と
見

ら
る
べ
き

で
あ
る
。

七

最

後

に
無

明
-
行

及

び
愛
-
取
-
有

の
關

係

で

あ

る
が
、

こ
れ

に
關

す

る
私

の
考

え

は
既

に
簡

輩

に
述

べ

た

が
、

こ

れ
を

更

に
考

究

し

て
見

よ

う
。

十

二

支

の
中

で

は
、

行
支

及

び

有
支

に
關

し

て
も
古

來
異

詮

が

あ

る
。

先

ず

最

も
問

題

と

な

る

の
は

有

で

あ

る
。

こ

れ

に

つ

い
て

は

近

(
1
)

代

の
學
者
に
も
種
女
の
論
が
あ
る
。

阿
含
経
の
縁
起
読
で
は
、
有
と
は
欲
有

・
色
有

・
無
色
有
の
三
有
と

せ
ら
れ
て
お
り
、
阿
異
達
磨
に
な
る
と
業
有
 
k
a
m
m
a
-
b
h
a
v
a
 

と
も
せ

(
2
)

ら
れ
て
い
る
。
特
に
法
薙
論
で
は
有
を
三
種
に
読
明
し
て
い
る
。
第

一

は
三
界
五
慈
と
し
て
、
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
を
意
味
し
、
第
二
は
後

有
を
感
ず
る
業
と
し
て
業
有
の
意
味
に
解
し
、
第
三
は
生
分
の
五
纏
と

し
て
生
有
 
u
p
a
p
t
t
i
-
b
h
a
b
e
 

の
意
味

に
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
業
有
を

更
に
細
読
し
て
三
悪
行

・
三
妙
行
と
し
、

叉
は

入
定
中

の
身
語

の
律

儀

・
命
清
浮
及
び
意
思
作
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
然
し
有
を
生
存
全

膿
と
見
る
こ
と
は
、
縁
起
支
と
し
て
は
廣
す
ぎ

る
で
あ
ろ
う
。
第
二
の

業
有
は
過
去
の
善
悪
業
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
今
世
の
生
が
あ
る
こ
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と
は
理
解

さ
れ
る
。
然
し
そ
の
揚
合
、
業
有
と
は
現
行
と
し
て
の
善
悪

業
の
み
を
指
す
の
か
、
業

の
集
積
を
も
指
す
の
か
明
瞭
で
な
い
が
、
恐

ら
く
現
行

の
み
に
限
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次

に
生
有

(起

有
)
と
い
う
の
は
、
縁
起
支
で
云
え
ば
識

・
名
色

・
六
虚

鯛

・
受
の

五
支
等
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
報
有
 
v
i
p
a
k
a
b
h
a
v
a
 

と
も
云
う

こ
と
が
出
來
る
。
若
し
生
有
が
報
有
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
有
↓
生
は
報

有
↓
報
有
と
い
う
同
じ
も
の
の
重
複
と
な
つ
て
、
不
都
合
で
あ
る
。
從

つ
て
有
↓
生
は
業
有
↓
報
有
で
、
有
支
は
業
有
と
し
て
解
さ
る
べ
き
で

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

然
し
若
し
有
支
が
現
行
と
し
て
の
業
有
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
の

取
支
を
い
か
に
解
す
べ
き
か
。
倶
舎
や
唯
識
で
は
、
取
支
は
そ
の
前
の

愛
支
と
共

に
、
最
初
の
無
明
支
に
當
り
、
有
支
は
行
支
に
當

る
と
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
パ
ー
り
佛
教
の
清
浮
道
論
な
ど

で
も
同
檬

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
解
繹
も
成
立
し
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
愛
-
取
-
有

の
關
係
を
論
明
す
る
に
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
愛
は
憎
愛
の
心
作

用
で
あ
り
、
取
は
憎
愛

に
よ
る
取
捨

の
實
際
行
爲
で
あ
る
、
有
は
共
等

善
悪
の
心
作
用
や
行
爲
の
集
積
と
し
て
の
潜
在
力
と
見
れ
ば
、
我
女
の

心
の
動
き
を
如
實

に
示
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
古
來
こ
の
よ
う
な
立

場
が
取
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
取
を
ば
欲
取

・
見
取

・
戒
禁
取

・
我
語

取
と
い
う
執
著
の
心
情
と
し
た
の
で
、
そ
こ
に
は
取
捨
行
動
の
意
味
が

出
て
來
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
取
も
愛
も
煩
悩
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
は
最
初
の
無
明
煩
悩
と
も
同
覗
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
然
し
こ
の
愛
取
と
そ
の
前
の
燭
受
と

の
關
係
を
見
る
に
、
鰯

受
に
よ
つ
て
渇
愛
執
著
と
い
う
表
面
心
に
よ
る
現
行
が
生
ず
る
と
考
う

(
3
)

べ
き
で
、
愛
取
を
潜
在
力
と
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

と
に
か
く
、
若
し
愛
取
を
潜
在
煩
悩
と
す
れ
ば
こ
の
煩

悩
が
潜
在
性

格
と
な
つ
て
、
そ
こ
か
ら
現
行
と
し
て
の
行
爲
を
生
ず
る
か
ら
、

こ
の

現
行
の
行
爲
を
行
支
と
し
有
支
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
個

女
の

現
行
の
行
爲
か
ら
直
ち
に
識
支
と
い
う
六
識
又
は
生
支
と
い
う
次
生
が

起
る
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
の
行
爲
の
直
後
に
六
識

作
用
が
生
ず
る
と
い

う
の
も
不
都
合
だ
し
、
現
行
の
行
爲
が
其
儘
次
生
を
生
ぜ
し
め
る
と
も

考
え
ら
れ
な
い
。
實
際
に
は
個
女
の
現
行
と
し
て
の
善
悪
業
の
集
積
か

ら
生
が
起
る
筈
で
あ
る
。
古
來
の
阿
毘
達
磨
等

で
行
支
や
有
支
を
潜
在

力
と
し
て
読
い
て
い
な
い
の
は
、
前
に
も
読

い
た
よ
う
に
、
阿
毘
達
磨

読
で
は
現
行
作
用
の
み
を
問
題
と
し
て
、
潜
在
力

を
全
く
無
覗
し
た
か

ら
で
あ
る
。
潜
在
力
と
し
て
の
種
子
を
説
く
楡
伽

行
派
で
も
、
こ
の
黙

(
4
)

は
阿
毘
達
磨
読
を
改
め
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。

そ
れ
は
鍮
伽
行
派
が
潜

在
力
を
読
く
に
拘
ら
ず
、
昔
か
ら
の
潜
在
力
と
し
て
の
無
表
を
ば
、
種

子
の
他
に
色
法
と
し
て
淺
し
て
い
る
の
と
同
じ

で
あ
る
。

兎
に
角
、
形
式
的
な
阿
毘
達
磨
詮
の
影
響
で
、
潜
在
力
を
認
め
な
か

つ
た
た
め
に
、
十
二
縁
起
説
は
、
恐
ら
く
原
始
佛
教
の
本
來
の
姿
が
歪

曲
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
と
思
わ

れ
る
。
我
女

の
日
常
生
活

に
於

て

も
、
實
際
の
心
の
動
き
は
、
表
面
心
よ
り
も
、
そ

の
奥
に
潜
む
過
去

の

経
験
の
総
和
と
し
て
の
潜
在
力
-
記

憶

・
智
能

・
性
格

・
習
慣
等
・
-
の

十
二
縁
起
説

に
つ
い
て

へ
水
 
野
)
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十
二
縁
起
読
に
っ
い
て

(水
 
騒
)

方
が
大
き
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
面
心
は
此
等
の
潜
在
力

の
現
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
修
道
の
要
諦
も
要
す
る
に
こ
の
潜
在
力
を
改

攣
す
る
こ
と
で
あ
り
、
煩
悩
論
、
修
道
論
は
す
べ
て
潜
在
力
を
問
題
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
立
揚
か
ら
有
支
を
眺
む
れ
ば
、
愛
取
を

現
行
と
し
有
を
潜
在
力
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
有
は
我
女
の
性
格

・

脅
慣

・
傾
向

・
智
能
等
の
廣
義

の
入
格
で
あ
り
、
人
間
存
在
で
あ
る
。

そ
の
存
在

に
は
過
去
の
行
爲
の
如
何
に
よ
つ
て
、
下
劣
な
欲
界
的

な
も

の
も
あ
れ
ば
、
色
無
色
的
な
も
の
竜
あ
る
で
あ
ろ
う
。
有
が
欲

・
色

・

無
色
の
三
有
で
あ
る
と
詮
明
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
右
の
意
味
の
潜
在
性

格
的
な
人
間
存
在
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
我
女
の
日
常

の
善
悪

の
業
経
験

に
よ
つ
て
、
性
格
人
格
が
形
成
さ
れ
、

こ
の
性
格
人
格
が
次

生
に
持
越

さ
れ
て
、
そ
れ
が
次
生
の
生
存
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
關
係
が
有
-
生
と
し
て
読
か
れ
て
い
る
。
樹
お
有
を
潜
在
力
と
す
れ

ば
、

行
支
も
輩

に
現
行
と
し
て
の
善
悪
業
の
み
で
は
な
く
、
業
の
集
積

と
し
て
の
潜
在
力
を
も
含
む
も
の
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意

味
で
行
 
s
a
n
k
h
a
r
a

が
d
i
s
p
p
w
n
m
i

po
i
t
i
o
b
 (習
性
)
 と
英
諜
さ
れ
る
の
は
當
を

得
た
も
の
と
思
う
。

と
に
か
く
縁
起
読
は
、
我

々
が
い
か
に
堕
落

し
叉
は
向
上
す

る

か

を
、
貝
髄
的
に
読

い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
實
情
に
當
嵌
め
て

老
察
す
る
方
が
、
無
理
の
な
い
見
方
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
際
傳

統
的
立
揚

と
せ
ら
れ
る
阿
毘
達
磨

の

一
方
的
な
解
繹

に
誤
ま
ら
れ
な
い

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
現
存
の
阿
含
輕
は
、
す
べ
て
部
派
佛
教
に
ょ
つ

て
傳
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
中

に
は
部
派
的
阿
毘
達
磨

的
考
え
方
が
混
入
し
た
り
、
そ
の
立
場
に
改
攣

ぜ
ら
れ
た
り
し
て
、
繹

奪

の
眞
意
を
誤
り
叉
は
杢
く
捨
て
去
つ
て
い
る
揚
合
も
あ

る
で
あ
ろ

う
。
現
に
縁
起
の
第

一
義
読
は
室
無
我
の
立
場

で
あ

る
と
い
う

こ
と

-
帥
ち
室
無
我
の
正

い
見
方
-

は
諸
部
派

の
阿
含
や
律
藏
で
は

殆
ん
ど
忘
失
さ
れ
て
、
僅
か
に
漢
繹
雑
阿
含
の
中

に
、
無
我
を
縁
起
的

(
5
)

に
解

繹

す

る

一
二

の
経

読

が

あ

る

に
す

ぎ

な

い

の

で

あ

る
。

1
 

一
定

の
身
分

(
木
村
説
、
前
揚
壷
日
五
二
八
頁
)
、
三
黒
一
の
何

れ

か

に
於

け
る
吾

々
の
生
存

(
宇
井

詮
二
九
四
頁
)
、
時
間
的

に
有

る
こ

と

叉

は
我

々
に
、と
つ
て
の
世
田
介

(
和
汁
説
三

一
九
頁
、
三

一
一
頁
)
、
業
・有

(
赤
沼
)説

二
四
六
頁
)
、
業
有

及
び
三
有

(舟
橋

読
、

二

一
〇
頁
以
下
)
。

2
 

法
羅
足
論
巻

一
、
大
正
二
六

・
五

二

二
b
以
下
。

こ
の
黙
は
既

に
赤

沼
教
授
竜
指
摘
し

て
居
ら
れ

る
。

3
 

現
に
オ
ル
デ

ン
ベ
ル
ビ
竜
取
を
 
E
r
g
r
e
i
f
e
n
 

と

い
う
現
行
作
用

の
意
味

に
取

つ
て

い
る
。

4
 

唯
識

法
相
學

で
は
、

無
明
、

行
を
現
行
及
び
種
子

に
亙

る
と
し
、

識
以

下
受
ま
で
の
五
支
を
種
子

の
み
と
し
、

愛
取

は
現
行
及
び
種
子

で
あ

る
と

し
、
有

は
種
子

の
み
と
し
、

生
、

老
死
は
現
行

の
み
と
し
て

い
る
が
、

こ

の
解
繹
は
法
相
教
學
・猫
特

の
竜

の
で
あ
り
、

行

・
取

・
有
等

の
見
方
も
私

が
意
味
す
る

の
と
違

っ
て

い
る
兜

5
 
拙
稿

「
無
我

と
窒
」
(
宮
本
正
尊
博
士
還
暦
記
念
論
丈
)
滲
照
。

(
本
論
丈
は
丈
部
省
科
學
研
究
費
補
助

に
よ
る
硯
究

の

一
部

で
あ

る
)
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